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一般社団法人全国スーパーマーケット協会

スーパーマーケット検定(S検）

2月10日（月）より2025 年第 1期受検·受講申込を開始

高まる健康への関心、一般消費者も食の安全を学ぶ機会に

一般社団法人全国スーパーマーケット協会［東京都千代田区／会長：横山清（（株）アークス代表取締役会長・

CEO)]は、小売・流通業界従事者の知識と技術の向上や、業界全体のレベルアップを図ることを目的とした検定試

験「スーパーマーケット検定」（以下、S検）の 2025 年第 I 期受検・受講申込受付を 2025 年 2 月 10 日（月）より開

始します。本検定は、一般消費者、学生をはじめとした個人受検も可能です。

■ S検の概要

スーパーマ ーケットをはじめとする小売業や流通業で働く人の知識と技術の向上を目的とした検定試験で、厚生労

働省が策定した「職業能力評価基準」町こ準拠しており、 「小売業全般」「食品表示管理士」「食品安全衛生」の 3 分野

において、キャリア ・ 興味に合わせて受検・受講が可能です。 1999 年以来、のベ 10 万人以上の方が受検·受講して

います。 2024 年より、一般消費者、学生をはじめとした個人の受検・受講も可能となり、小売・流通業界の理解、知

識の取得とともに、食の安全に関して学ぶ機会として、実生活にも役立てていただきたいと考えています。

■ S検の活用

2025 年、日本社会は少子高齢化を背景に、深刻な人材不足に直面し、小売 ・ 流通業界のみならずどの業界にお

いても、人材獲得は急務であり、さらには、人材を得た先の育成や確保も経営課題の一つとなっています。

蔓は、S検を通じて自社の強み弱みを客観的に把握し、人材戦略、人事評価に活かし、従業員の皆さまは、

個人の能力の客観的な把握、キャリア形成の目標設定やモチベーションやスキル向上に役立てています。

なかでも「食品表示管理士」は、食品表示の基本的な知識を身につけられ、健康志向が高まる中、商品の情報を

理解し、また健康被害や食の安全を脅かす事案から身を守るため、消費者にとっても有用な講座となっています。

業界関係者におかれましても、2 年に 1 度の‘‘更新’'制度があり、2025 年 4 月施行の「くるみ」の食品アレルギー表

示義務化など、頻繁な法改正に対して常に最新情報をアップデートし、消費者に正しい情報を提供するため、また、

担当以外の知識を得ることで、幅広い視野を持つ人材を育成するために、本検定を有効活用いただいています。

■ ご利用者の声

・「若手のモチベーションと、より幅広い視野でのステップアップ人事制度の改定を実施。将来どのようなポジショ

ンになってもスキルや能力を発揮していただける教育体制を目指し、その一つとして、また、公平性と納得性が

求められる中で、幅広い分野から出題される「S検」を導入しました」（能力開発室ご担当者）

・ 「資格取得を通じて知識を得たことで、商品の陳列や店内のレイアウトの背景にある意図や、他部門の業務内

容を知るきっかけになりました。今までとは異なる視点で職場を見られるようになりました（レジ担当・女性）」

• 「S検の勉強で知識を得られたことで、他部門の陳列手法・意図、原価管理の苦労など、これまでは気づかな

かった新しい見方ができるようになり、今まで以上に業務に面白さを感じています（惣菜部門チーフ・男性）」






